
日 本 短 角 種 一 貫 生 産 体 系 整 儀 モ デ ル 事 業 に お け る 見 育 成 績

(  百 t A  肉 牛 部

1 . 背 景 と ね ら い

県 で は 安 く て お い し い 牛 肉 の 周 年 供 給 を め ざ し て 日 本 短 角 種 一 貫 生 産 体 系 車 常 モ デ ル

事 業 を 昭 和 5 7 年 8 月 か ら ス タ ー トさ せ 3 年 が 経 過 し一 事 業 年 が 終 了 し た 。 そ こ で 3 年

間 の 出 荷 戚 績 に つ い て 分 析 し た の で 参 考 に 供 す る 。

2 . 技 術 の 内 容

毎 月 3 0 頭 の 出 荷 日 経 に 対 す る 達 成 率 は 1 0 0 % く 1 年 目 9 5 % , 2 年 目 1 0 1 % , 3 年 目

1 0 5 % ) で あ り 目 標 を 達 成 し た 。 出 荷 時 体 ■ 5 7 7  K C ( 1 年目 5 7 9  K C , 2 年目 5 6 4  R C , 3

年 目 5 8 8  R C ) , 出荷 月 齢 2 2 . 1 カ月 ( 1 年 目 2 1 , 7 カ月 , 2 年 目 2 2 . 0 カ月 , 3 年 目 2 2 . 6 カ月 )

, 枝 肉 歩 留 5 8 . 2 % ( 1 年 目 5 8 。2 % , 2 年 目 5 8 . 1 % , 3 年 目 5 8 . 3 ) , 正 肉 歩 留 7 4 . 1 % ( 1

年 目 7 4 . 5 % , 2 年 目 7 4 . 3 % , 3 年 目 7 3 , 7 % ) , 皮 下 脂 肪 1 . 8  C M ( 1 年目 1 . 7  C H , 2 年目

1 . 8  C M , 3 年目 2 . O  C H ) 等は 平 均 値 で は 目 模 に 達 し た が 出 荷 時 体 五 ( 変 動 係 数 7 . 6 % ) ,

出 荷 月 い く同  1 3 . 7 % ) 等 は パ ラ ツ キ の 大 き い の が 問 題 で あ る 。 ま た , 各 項 目 と も 3 年

間 に 著 し い 向 上 は 認 め ら れ て い な い 。

最 も 重 要 な 精 肉 歩 留 は 8 4 . 6 % ( 1 年 目 8 4 。1 % , 2 年 目 8 4 . 4 % , 3 年 目 8 6 , 0 % ) で 目 標

( 8 5 . 0 % ) を者 千 下 回 つ た が 年 々 向 上 し て い る 傾 向 が み ら れ る 。 一 方 , 事 業 の 規 格 物 で

あ る 並 の 上 の 割 合 は 4 3 % ( 1 年 目 4 5 % , 2 年 目 4 8 , 3 年 目 3 8 % ) で 低 い は で あ り , と く

に 3 年 目 の 落 ち 込 み が 目 立 つ 。 枝 肉 単 価 の 平 均 は 1 3 4 2 円( 1 年 目 1 3 3 8 円, 2 . 年 目 1 3 4 5 円,

3 年 目 1 3 4 3 円) で あ つ た 。

3 年 同 の 事 業 に お い て 肥 育 農 家 と 童 販 店 の 一 貫 は な さ れ た が , 繁 殖 農 家 → 肥 育 農 家 の

率 が り は な く , デ ー タ の フ ィ ー ドパ ッ ク が な く 改 良 等 に 生 か さ れ て い な い 。

1 )  出 荷 頭 敵   目 懐  毎 月 3 0 頭

毎 月 3 0 頭 の 出 荷 目 模 に 対 し て 1 年 目 は 3 月 ～ 7 月 ま で の 5 カ 月 , 2 年 目 は 8 月 ,

1 月 , 2 月 , 6 月 の 4 カ 月 , 3 年 目 は 8 月 , 1 月 の 2 カ 月 が 未 達 成 と な つ て お り , 年

々 改 善 さ れ 端 境 期 は 解 消 さ れ た 。 通 年 出 荷 に は 肥 育 率 牛 の 体 重 差 利 用 , 雌 口 育 , 書 導

入 , 2 シ ー ズ ン 放 牧 屈 育 , 素 牛 障 買 時 の 出 生 月 の 分 散 尊 に よ り 端 境 期 の 解 消 に 務 め た 。

今 後 更 に ス ム ー ス に 通 年 出 荷 を 行 な う に は 舎 飼 期 に お け る 人 工 授 精 等 に よ り 1 1 月以

降 の 分 焼 を 積 極 的 に 導 入 し 分 焼 時 期 の 分 散 を 図 る 必 要 が あ る 。 ま た , 素 牛 導 入 時 に 出

荷 月 の 目 模 を 定 め , そ れ に 即 し た 素 牛 の 導 入 お よ び 肥 育 方 法 の 選 択 が 二 要 で あ る . 例

え ば 秋 か ら 冬 に 掛 け て の 早 期 出 荷 に は 大 き な 体 ■ の 寮 牛 を 前 期 祖 飼 料 多 拾 E 宵 , 冬 か

ら 審 の 出 荷 に は 並 の 発 育 の 素 牛 を 2 シ ー ズ ン 放 牧 肥 育 , 春 か ら 夏 に 掛 け て は 秋 子 を 1

シ ー ズ ン 放 牧 肥 育 等 が 考 え ら れ る 。

2 )  出 荷 月 齢

出 荷 月 齢 の 平 均 は 2 2 . 1 月で あ り 年 々 延 長 の 傾 向 が み ら れ る 。 月 ご と に み る と 8 月 の

1 9 . 2 カ月 か ら 3 月 の 2 5 . 7 カ月 ま で 6 . 5 カ 月 の 巾 が あ る 。 ま た , 月 内 で 変 動 の 大 き い の

は 5 月 か ら 9 月 ま で の 増 境 期 で あ り , こ の 時 期 は 前 年 生 貴 れ と 前 々 年 生 ま れ の 牛 が 握

在 し て い る 。 日 体 で み る と 1 5 。2 カ月 か ら 3 0 , 3 カ月 ま で 1 5 . 1 カ月 の 巾 が あ り , 1 8 カ 月 末

清 の 著 齢 牛 は 8 % , 2 4 カ 月 以 上 は 2 7 % で あ っ た 。

若 齢 牛 は 肉 の 成 熟 が 十 分 で な く 日 本 短 角 活 の 揮 価 を 下 げ る 一 日 と な る 。 ま た , 長 期

間 の 担 育 は 維 持 飼 料 を 多 く必 要 と す る ば か り で な く , 金 利 や 償 却 等 負 担 が 大 き く な る

の で 出 来 る だ け 2 0 ～2 4 カ月 齢 程 度 で 出 百 出 来 る よ う な シ ス テ ム の 確 立 が 急 務 で あ る 。
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3 )  出 荷 時 体 = 目 標   5 5 0～ 5 7 0  K G

出 荷 時 体 重 の 平 均 は 5 7 7  X C であ り 目 壊 を 若 千 上 回 つ た 。 し か し , ′ヽ ラ ツ キ が 大 き く

目 模 の 範 囲 内 に 合 っ た も の は に か 1 9 % であ り 、 変 動 係 政 は 7 . 6 % ( 1 年 目 7 . 3 % , 2

年 目 7 . 4 % , 3 年 目 7 . 5 % ) で あ っ た 。 当 面 5 % 以 下 を 目 様 に 体 長 を お え る 努 力 が 必

要 で あ る 。 な お , 農 協 毎 に み る と 陸 中 5 8 8 R C ( 変動 係 数 6 . 8 % ) , 安 代 5 7 6 R C ( 同

7 . 3 % ) , 岩 泉 5 6 8 R g ( 同 8 。3 % ) で あ っ た 。 去 勢 牛 の 出 荷 時 体 ■ は 5 8 0 k C , 館牛

5 6 1 K C であ り 変 動 係 数 は そ れ ぞ れ 6 . 9 % , 8 . 6 % で あ っ た 。

4 )  1 日 当 た り 増 体 i

肥 育 期 間 の D C は0 . 8 1 k C ( 1 年目 0 . 8 3 K C , 2 年目 0 . 7 8 K C , 3 年目 0 . 8 2 K C ) であ り , 去

勢 0 . 8 3 K C , 出0 . 7 1 K C であ つ た . こ れ は 日 本 短 角 種 の 増 体 能 力 か ら 見 る と か な り 低 い 恒

で あ る 。 通 年 出 荷 の た め 増 体 を 抑 え た 結 果 の D C であ つ た な ら そ れ な り に 軒 価 出 来 る が

も し そ う で な か つ た ら D C は出 荷 時 体 五 が 畜 産 演 通 セ ン タ ー お 体 ■ で あ る こ と を 出 案 し

て も 去 勢 で 0 , 9 K C , 出で 0 . 8 X C を目 様 に す べ き で あ ろ う .

5 )  背 脂 肪 目 標 2 CM以 下

背 脂 肪 厚 の 平 均 は 1 . 8 C M であ り 目 標 の 2  C M 以下 の 喜 準 を 満 た し た が 年 々 厚 く な る 傾

向 が み ら れ た 。 し か し , 精 肉 歩 留 り は 背 脂 肪 厚 よ リ バ ラ 部 の 店 肪 厚 と の 問 連 が 大 き く ,

広 背 筋 の 2 部 位 の 皮 下 脂 防 と ロ ー ス 芯 面 積 か ら 0 . 9 以上 の 正 確 度 を も つ 回 帰 式 が 得 ら

れ た 。 本 品 種 の 欠 点 の 1 つ で あ る 脂 肪 厚 に つ い て は ■ 飼 料 を 多 給 す る 周 育 法 や 連 期 出

荷 の 飼 義 管 理 面 と と も に 改 良 の 面 か ら も 改 善 し な け れ ば な ら な い 大 き な 項 目 で あ る 。

6 ) 枝 肉 格 付 お よ び 枝 肉 単 衝   目 採  並 の 上 ( 脂 肪 交 雄 0 。5 )  1 4 0 0 円

規 格 牛 の 割 合 は 4 3 % で あ り 低 い 恒 で あ る 。 と く に 3 年 目 は 前 年 を 1 0 % も下 ま わ つ た 。

し か し , 肉 質 の 低 下 は 少 な く , 枝 肉 単 価 を み る と 前 年 と 殆 ど 差 は 見 ら れ な い 。

農 協 毎 に 規 格 率 を 見 る と 陸 中 5 0 % , 岩 泉 4 0 % , 安 代 3 2 % で あ り 農 協 間 に 差 が み ら れ

た 。 ま た , 去 勢 の 規 格 率 は 4 2 % , 出 は 4 9 % で あ つ た ・

脂 肪 交 雑 は 遺 伝 率 の 比 較 的 高 い 形 賀 で あ り , 両 接 検 定 成 績 を 争 考 に し て 索 牛 を 導 入

す る こ と が 重 要 で あ る 。 ま た , 間 接 横 定 を 行 な わ な い で 能 力 の 解 ら な い ま ま 供 用 さ れ

て い る 種 雄 牛 が 多 く , 早 急 に 現 将 後 代 検 定 を 行 な い 能 力 を 明 か に し て 供 用 す る こ と が

望 ま し い 。

7 ) 精 肉 歩 留 り  目 模  8 5 % 6 2 . 9 % ( 対 枝 肉 )  3 6 . 5 % ( 対 主 体 )

精 肉 歩 留 り の 平 均 は 8 4 . 6 % であ り 目 標 を 若 千 下 回 つ た が 年 々 向 上 す る 傾 向 が み ら れ

3 年 目 t ま8 6 % で 日 標 に 達 し て い る 。 目 標 の 8 5 % を 超 え た 頭 数 の 割 合 4 5 % で あ り , 3 年

目 は 7 2 % で あ つ た 。 体 重 ・出 荷 月 齢 区 分 別 に 精 肉 歩 留 り ( 対 生 体 ) を 見 る と 体 ■ で は

5 2 1 ～ 5 4 9  k C , 出荷 月 い で は 2 0 ～2 2 カ月 が 高 く な つ て い る が 規 格 率 の 高 い 区 分 と は 必

ず し も 致 し な い 。 現 在 , 精 肉 歩 留 り を 加 味 し た 規 格 改 正 を 検 討 し て い る 。

8 )  販 売 先

当 事 業 に 出 荷 さ れ た 1 0 7 3 頭中 , 市 民 ・県 民 ・ベ ル マ ー ト に 販 売 さ れ た 頭 数 の 割 合 は

8 3 % く 規 格 牛  9 0 % ) で あ る 。 内 駅 は 市 民 生 協 4 6 1 頭( 規 格 牛  2 1 0 頭 ) 県 民 生 協 l

1 2 8 頭 ) で あ る 。 事 業 は 1 ■ 販 店 に 1 農
52頭  く 同  83頭 ), ベ ル マ ー ト 278頭  (同

協 の 指 定 方 式 を と つ て い る 。 安 代 で 出 荷 し た 3 3 7 頭状 市 民 生 協 1 7 8 頭( 5 3 % ) , 県 民

生 協 41頭  (12%), ベ ル マ ー ト63頭  (19%), 陸 中 で 出 荷 し た 386騒 は 県 民 生 協 80頭

(21%), 市 民 生 協 138頭  (36%), ベ ル マ ー ト 110頭  (28%), 岩 泉 で 出 荷 し た 3

50頭 tよベ ル マ ー ト 105頭  (30%), 市 民 生 協 145頭  (41%), 県 民 生 協 31頭  ( 9%)

で あ っ た 。
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